
副団長 吉岡 富  

副団長 村上 竜一  副団長 岩永 泰樹  副団長 髙橋 洋一 

瑞
穂
町
消
防
団 

 
 
 

団
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髙
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一
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平
素
よ
り
瑞
穂
町
消
防
団
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

４
月
１
日
付
け
で
瑞
穂
町
消
防
団
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
髙
橋
一
幸
と
申
し
ま

す
。 令

和
５
・
６
年
度
よ
り
引
き
続
き
ま
し
て
２
期
目
の
就
任
と
な
り
ま
す
が
、
よ
り

一
層
の
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

近
年
、
全
国
各
地
で
地
震
や
大
型
台
風
、
集
中
豪
雨
、
ま
た
、
山
林
火
災
な
ど
様
々

な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
消
防
団
の
活
動
内
容
も
、
日
々
、
変
化
し
て
お
り
ま
す
。 

様
々
な
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
福
生
消
防
署
を
始
め
と
し
た
関
係
機
関
と

連
携
し
、
多
種
多
様
の
訓
練
を
積
み
重
ね
、
瑞
穂
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
が

我
々
消
防
団
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
瑞
穂
町
に
災
害
が
無
く
、
平
穏
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
願
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
、
町
民
へ
災
害
や
火

災
が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の 

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の

Q

R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 



 

第
１
分
団
は
、
主
に
長
岡
地
区
を
管
轄
地
域
と
し
て
お
り
、
団
員
構
成
は
、
他

の
分
団
よ
り
若
干
年
齢
層
が
高
い
で
す
が
、
高
い
練
度
と
堅
実
性
が
あ
り
ま
す
。

火
災
や
災
害
が
起
き
た
際
、
地
域
住
民
の
方
々
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
迅

速
に
活
動
が
行
え
る
よ
う
消
防
技
術
の
研
鑽
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
１
分
団
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
と
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
を
行
っ
て
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
厳
し
い
で
す
が
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
正
業
を
持
ち
な
が
ら
消
防
団
活
動

に
励
ん
で
お
り
、
団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
と
連
携
が
と
て
も
重
要
と
な

り
ま
す
。 

 

今
期
は
、
新
た
に
４
名
の
新
入
団
員
が
加
わ
り
、
小
野
分
団
長
を
筆
頭
と
し
た

全
団
員
が
、
消
防･

防
災
活
動
に
励
み
一
丸
と
な
っ
て
、
今
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
き

上
げ
て
き
た
信
頼
を
受
け
継
ぎ
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
担
当 

第
１
分
団
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

               

              

                

             

第
１
分
団 

紹
介 

 
本
部
は
、
団
長
１
名
、
副
団
長
４
名
、
本
部
団
員
15
名
の
合
計
20
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
町
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
各
種
訓
練
、
演
習
、
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
団
員
の
年
齢
や
職
業
も
様
々
で
す
が
、
団
長
の
下
、
な
ん
で
も
意
見
を
言

い
合
え
る
風
通
し
の
良
い
環
境
で
、
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

正
副
団
長
は
、
活
動
時
に
は
、
現
場
で
分
団
へ
の
指
揮
を
行
い
、
本
部
団
員
は
火

災
で
あ
れ
ば
情
報
収
集
や
周
辺
の
交
通
整
理
、
訓
練
で
あ
れ
ば
準
備
や
分
団
の
サ
ポ

ー
ト
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
女
性
消
防
団
員
は
、
春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
や
、
小
学
校
で
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
写
生
会
及
び
防
災
教
育
、
防
災
訓
練
で
の
住
民
の
皆
様
を
対
象
に
応
急

手
当
や
防
災
の
知
識
を
広
め
る
等
と
し
た
広
報
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町
を
守
る
た

め
、
女
性
の
「
チ
カ
ラ
」
が
消
防
団
で
も
輝
い
て
い
ま
す
。 

今
後
も
各
分
団
と
連
携
を
図
り
、
消
防
団
全
体
で
町
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

本
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

本
部 

紹
介 

 

副分団長      分団長 

児玉 洋平     小野 裕輝 

正副団長・本部団員 

（本部総勢２０名、うち女性団員１０名） 

 

 

消防ポンプ自動車写生会の様子 



 

日
頃
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
、
消
防
団
活
動
に
対
し
て
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
３
分
団
は
、
石
畑
地
区(

石
畑
、
武
蔵)

、
武
蔵
野
地
区(

む
さ
し
野
、
南
平)

の

広
範
囲
に
及
ぶ
２
つ
の
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
火
災
や
自
然
災
害
に
備
え
、
幅

広
い
知
識
や
技
術
を
習
得
す
べ
く
、
団
員
一
人
一
人
が
「
自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
。」
と
い
う
考
え
の
下
、
避
難
訓
練
や
防
災
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
操
法
審
査
会
の
実
施
に
伴
い
、
平
日
の
夜
間
訓
練
を
石
畑
防
災
広
場
に
て

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
隣
接
す
る
住
民
の
方
々
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
期
よ
り
５
名
の
新
し
い
仲
間
を
加
え
、
団
一
丸
と
な
り
、
消
防
団
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
今
後
と
も
地
域
住
民
の
皆
様
へ
、
よ
り
一
層
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
(

担
当 

第
３
分
団) 

 

   

                        
 

    
 
 
 
 

 

 

      
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第
３
分
団 

紹
介 

分団長  

根岸 智也 

 

分団長 

    吉岡  聡 

 

副分団長 

   尾作 真一 

 

第
２
分
団 

紹
介 

 

箱
根
ケ
崎
地
区
管
轄 

分
団
長 

根
岸 

智
也 

 

副
分
団
長 

榎
本 

竜
也 

第
２
分
団
は
、
箱
根
ケ
崎
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

今
期
も
新
た
に
６
名
の
新
入
団
員
が
加
わ
り
、
団
結
を
深
め
る
と
と
も
に
、
規
律

あ
る
第
２
分
団
を
築
き
、
町
の
た
め
、
協
力
し
、
頑
張
り
ま
す
。 

分
団
と
し
ま
し
て
は
、
新
規
一
転
、
初
心
へ
帰
り
消
防
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

箱
根
ケ
崎
地
区
は
、
瑞
穂
町
の
中
で
も
人
口
が
多
い
地
区
で
あ
り
、
箱
根
ケ
崎
駅 

や
各
街
道
が
交
差
し
、
町
の
中
心
地
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
狭
山
神
社
や
、
円
福
寺
等
の
文
化
財
も
あ
り
、
と
て
も
歴
史
あ
る
地
区
で

す
。
日
々
訓
練
を
重
ね
、
箱
根
ケ
崎
地
区
、
ひ
い
て
は
瑞
穂
町
全
体
の
安
全
・
安
心 

の
た
め
、
団
員
一
丸
と
な
り
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

担
当 

第
２
分
団) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

 

副分団長  

榎本 竜也 

 

 



 
瑞
穂
町
に
お
い
て
、
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
る

消
防
団
。
そ
の
中
で
第
４
分
団
は
、
瑞
穂
町
と
武
蔵
村
山
市
の
境
の
殿
ケ
谷
地
区
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
団
員
構
成
は
２０
代
か
ら
４０
代
ま
で
と
世
代
や
職
種
の
垣
根
を

超
え
た
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
今
期
は
３
名
の
新
た
な
団
員
が
入
団
し
、
こ
れ

か
ら
消
防
団
員
と
し
て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

主
な
活
動
内
容
と
し
ま
し
て
消
防
設
備
の
点
検
や
消
防
全
分
団
で
の
消
火
訓

練
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
等
に
励
み
、
火
災
・
自
然
災
害
等
の
有
事
の
際
に
は
力
を

発
揮
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ま
た
、

消
防
以
外
で
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
、
楽
し
く
活
動
し
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
仲
間
た

ち
で
す
。 

自
分
達
が
で
き
る
事
、
求
め
ら
れ
て
い
る
事
を
今
一
度
振
り
返
り
団
員
一
同
、
町

民
の
皆
様
の
安
全
安
心
を
第
一
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
に
対

す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
（
担
当 

第
４
分
団
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第
５
分
団
は
、
瑞
穂
町
北
部
の
元
狭
山
地
区
６
町
（
二
本
木
町
、
富
士
山
町
、

高
根
町
、
松
山
町
、
駒
形
町
、
栗
原
町
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
分
団
詰
所
は
、

第
三
小
学
校
の
北
東
に
位
置
し
、
瑞
穂
町
の
特
産
品
で
あ
る
東
京
狭
山
茶
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
鮮
や
か
な
緑
色
が
特
徴
で
す
。 

基
本
活
動
は
、
月
に
２
度
の
町
内
巡
回
や
水
利
点
検
等
を
行
い
、
全
体
の
訓
練

で
は
、
林
野
火
災
訓
練
や
上
級
救
命
講
習
等
を
通
じ
、
緊
急
時
に
備
え
て
い
ま
す
。 

特
に
、
元
狭
山
地
区
は
、
狭
山
丘
陵
が
広
が
り
不
老
川
も
流
れ
て
い
る
た
め
、

火
災
の
み
な
ら
ず
台
風
時
の
風
水
害
や
土
砂
災
害
に
も
備
え
、
地
域
住
民
の
生
命

や
財
産
を
守
る
た
め
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

消
防
団
活
動
は
、
家
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
と
い
う
考
え

か
ら
、
団
員
の
家
族
を
招
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
通
し
て
、
消
防
団
活
動
へ
の

理
解
や
団
員
の
家
族
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
員
同
士
で
は
釣

り
、
ゴ
ル
フ
や
キ
ャ
ン
プ
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
絆
を
深
め
、
土

気
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

担
当 

第
５
分
団) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

副分団長  

  乙幡 大樹 

分団長 

細渕 通秀  

  副分団長  

関根 大介  

第
４
分
団 

紹
介 

第
５
分
団 

紹
介 

分団長  

三浦  卓 

 


